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これまでの検討内容と対応状況について 

 
1. 第一回検討会における主な論点と対応状況について 
 第一回検討会における主な論点と第二回検討会における対応状況について表 1-1 に整理

した。 
表 1-1 第一回検討会における主な論点と対応状況 

第一回検討会 
における議題 

第一回検討会
における主な

論点 
論点の概要 対応状況 

1. 光化学オ
キシダント調
査検討につい
て 

(1)シミュレー
ションモデル
の再現性の目
標水準の設定 

・シミュレーションモデルの最
終的な目的は、それを用いて対
策検討を行うことであるため、
対策検討のために使うことが
できると考えられるモデルの
再現性の目標水準を設定した。 

・作業部会において、改善作業を実
施したシミュレーションモデルにつ
いて、第一回検討会で提示した再現
性の目標水準に対する達成状況を確
認した。 

(2)現時点のシ

ミュレーショ
ンモデルの性
能の把握 

・構築したシミュレーションモ

デルについて、(1)で設定した再
現性の目標水準の達成状況の
観点から評価を行い、現時点の
シミュレーションモデルの性
能を把握する必要がある。 

2. 平成 26 年
度の解析結果
について 

(3)解析に用い
る格子間隔
（60km と
10km） 

・地域スケールでの様々な排出
対策に関する検討を行うため
には、適切な空間分解能を持っ
たモデルでシミュレーション
を行う必要があるが、平成 26
年度の解析結果から判断する

と、60km のモデルの精度が高
い傾向がみられたため、まず
60km のモデルを使って検討を
行うことを提案した。 
・60km と 10km のどちらのモ
デルを用いて解析を進めてい
くか、根拠を明らかにする必要
がある。 

・60km と 10km の精度の比較を(1)
の再現性の目標水準の達成状況の点
から実施した。その結果、10km 計
算値（2009 年関東領域）の精度が高
い傾向がみられたため、今年度は、
広域スケールを対象とした解析は

60km 格子で実施し、地域的なスケ
ールを対象とした解析は、10km 格
子（2009 年関東領域）で行うことと
した。 

 

3.平成27年度
の解析計画に
ついて  

(4)対策立案に
資するような
アウトプット
の提示につい
て 

・削減目標や目標達成のための
対策シナリオについて検討す
る上で、議論のベースになるよ
うなアウトプットを今年度の
解析で提示することが望まし
いと考えられる。 

・今年度は、光化学オキシダント濃
度に影響を及ぼすと考えられる要因
について、3 つの視点からの解析お
よび NOx・VOC 排出量の削減効果
の検討（感度解析の実施）を行うこ
とを考えている。 
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2. 平成 27 年度の調査検討項目について 
平成 27 年度の調査検討項目は以下に示した[1]～[4]の 4 項目からなる。平成

26 年度に実施した調査検討項目と併せて平成 27 年度調査検討項目について図 
2-1 に整理した。なお、第一回検討会後に新たに設定した項目については網掛け

で示した。また、図 2-2 にこれまでの解析の経緯と来年度の解析の進め方につ

いて整理した図を示した。 
 

[1] シミュレーションモデルの構築・改善 
[2]  シミュレーションモデルを用いた国内の光化学オキシダント濃度に影

響を与えると推測された要因の解析 
[3] NOx および VOC 排出量の削減効果の検討（感度解析の実施） 
[4] 今後の光化学オキシダント対策の方針の検討 
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図 2-1 調査検討フロー図

第
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回
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討
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お
け
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題
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議
題
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３
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凡例 

赤：平成 26 年度に実施した項目 

青：平成 27 年度の調査項目 

紫：平成 26 および 27 年度ともに実施する項目 

破線黒枠：平成 28 年度実施予定項目 

網掛：平成 27 年度第一回検討会後に新たに設定した調査項目 

現在の進捗 
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図 2-2 これまでの解析の経緯と来年度の解析の進め方について 
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3. 作業部会の開催状況と今後の予定 
 作業部会の開催状況と今後の予定について図 3-1 に示した。 
再現性向上のためのシミュレーションモデルの設定条件の確認および計算結

果等について詳細な検討を行った結果、当初、作業部会は 2 回実施する予定で

あったが、これまでに 4 回実施した。 
なお、今後の予定に関して、第一回検討会において検討会としての報告書は

次年度以降作成することが確認されたため、報告書（案）の検討のために設定

した第 4 回検討会は開催しないこととしたい。 
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図 3-1 作業部会の開催状況および今後の予定 

 


